
第 17回 沼津市災害ボランテイアコーデイネーター協会 通常総会 議事録

開催 日時 2022年 4月 3日 (日 ) 13:30～ 14:30

開催場所
静岡県沼津市 日の出町 1-15

サ ンウェルぬまづ 2階 大会議室

出 席 者

来賓 5名 (沼津市 3名、社会福祉協議会 2名 )

沼津市              市長

沼津市              危機管理監

沼津市危機管理課         主事

沼津市社会福祉協議会       常務理事

沼津市社会福祉協議会 地域福祉係 主事

出席者 26名  (+委任状提出者 14名 )

頼重 秀一 様

土屋 剛彦 様

及川 尚亮 様

岩崎 克己 様

井上 公康 様

議  事

第 1号議案

第 2号議案

第 3号議案

第 4号議案

2021年度 事業報告及び決算報告

2022年度 役員 (案 )

2022年度 事業計画 (案 )~

2022年度 予算 (案 )

司  会 磯崎 岡」
薔当色     F
百我    1て 厚見 秀人

配布資料 1.第 17回 通常総会資料

書  記 渡辺 茂樹、大野 登志子

(発言者 太字)

1。 開会の辞、総会成立宣言 (副会長 冨田)

本日はお忙 しい中、また、足元の悪い中、来賓の皆様のご隣席、並びに協会の皆様のご出席をいた

だきまして誠に感謝 しています。

総会出席状況、並びに総会資格審査報告をいたします。出席 26名、委任状 14名 、合計 40名 、4月

3日 現在会員数 47名 、全会員数の過半数に達 しています。よって協会規約第 9条 2、 3の規定により

本総会の成立要件を満たしましたことをご報告すると共に総会の開会を宣言 します。なにとぞよろし

くお願いいたします。

2。 会長挨拶 (会長 田中)

本日はお忙 しい中、第 17回沼津市災害ボランティアコーデイネーター協会通常総会にご出席いた

だきありがとうございます。沼津市から市長 頼重様、危機管理監 土屋様、危機管理課 主事 及川様、

沼津市社会福祉協議会から常務理事 岩崎様、地域福祉係 主事 井上様にお越 しいただいてお ります。

会を代表 して厚 く御礼申し上げます。

例年、この時期に定期総会を開催 しています。本年も無事、開催の運びとな りました。大変 うれ し

く思ってお ります。これもひとえに会員の皆様の日頃から当協会へのご尽力、ご協力いただいている

ことにつきます。心から感謝申し上げます。

昨年 7月 記録的な大雨により、ちょうど9ヶ 月前です、熱海市の伊豆山で土石流の災害が発生 しま

した。26名 の方がお亡 くなりになり、今でも 1人の方が不明という状況になっています。熱海市では

7月 5日 、災害ボランティアセンターが開設され、静岡県東部地方限定で災害ボランテイアを募集 し
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ました。7月 15日 の時点では、3,790名 の方が事前登録をしています。この中にも登録された方がい

らっしゃるかと思います。

実は、この大雨で沼津市の西部地区を中心に約 200軒以上のお宅で浸水被害がありました。沼津市

では災害ポランティアセンターに代わる「地域ささえあいセンター」が開設され、皆様にもご協力い

ただきました。ありがとうございました。その中で「やったこと」「できたこと」「できなかったこと」

「わかったこと」等、色々あ ります。この活動で得た気づきを今後の活動に活かさなければいけない

と思ってお ります。

ご来賓の皆様には、今後とも当協会の活動につきまして、一層のご指導、ご鞭撻のほど、よろしく

お願い申し上げます。また、会員の皆様には、今後とも変わらぬご協力をいただきますようお願いい

たします。

3.来賓紹介 (司会 磯崎)

沼津市             市長      頼重 秀一 様

沼津市              危機管理監   _土屋 剛彦 様

沼津市危機管理課         主事      及川 尚亮 様

沼津市社会福祉協議会       常務理事    岩崎 克己 様

沼津市社会福祉協議会 地域福祉係 主事      井上 公康 様

4.来賓祝辞

(沼津市長 頼重様 よりご視辞をいただいた。)

沼津市 市長 頼重 秀一 様

本日は、第 17回の通常総会が、このように関係の皆様方お立ち会いのもと、また、コロナ禍 とい

うことで、感染症防止対策を徹底 して開催 していただき、安心安全の通常総会 としていただいていま

すことに関 しまして、心から、市長として御礼申し上げます。また、常日頃より、皆様、総会の資料

の中にもありますように、防災活動を通 じて、ボランティアの活動の支援や育成、このようなものに

徹底 していただき、私ども沼津市が行ってお ります、地域住民の皆様方の安全安心確保のための堤防

になっていただいているということで、この場をお借 りし、市民を代表 し、心から感謝 と敬意を表す

るところであります。本当にありがとうございます。

先ほど、田中会長の方からもご説明があったところですが、特に昨年の 7月 の集中豪雨、このエリ

ア、静岡県東部地域において、線状降水帯が発生しました。先ほどの熱海市の話も含めてですが、沼

津市においても大規模な被害が西部地域に発生 したというような状況です。この時において、私共沼

津市も、もちろん、まずは地域住民の安全安心の確保 ということで取 り組みました。実際に被害に遭

われた多くの方々に対する所作は、行政だけでは対応できないことでして、地域の連合自治会の方々

を始め、多 くの方々のご理解、ご協力を賜 りました。

そのような中において、地域 ささえあいセンターの運営に直接的に皆様方が関わっていただき、現

場の状況等を、しっか りと適宜に把握、かつ情報発信をしていただきました。全国各地から志の高い

ボランテイアの皆様方集まっていただいたわけですが、そのような方々に対する的確なご指導、ご鞭

撻を賜ったおかげで、地域の皆様方がどれほど心強 く、日々の生活を歩むことができたのか、このこ

とについては、私も色々と報告を受けていますが、皆様方の活動が本当に大きかったということです。

あらためて心から感謝を申し上げます。
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私も一人の参加者 として活動 しましたが、当日の状況を地域の方々からつぶさにお話を聞きまし

た。ひとたび災害が発災すると本当に大変なことになってしまう、幸いにして沼津市においては、ギ

リギリの状況で、亡 くなる方がいらっしゃらなかったという状況でした。本当にギリギリのところだ

ったと私は信 じているところです。現に、貯留池という水を貯めるところ、堰堤という、例えば土石

流が発生した時に食い止めるところが、沼津市の愛鷹山地の方にはたくさんあるわけですが、駒瀬川

の貯留池が上石流で満杯になってしまうということが実際に発生しました。もし、これがなかったら

下流域に住まわれる方は、おそらく熱海以上にひどい状況になった可能性がある、このことにおいて

は、やはり、治山治水ということを行政として、国や県と連携 しながら行わなければならないという

ことを、あらためて感 じたところです。

しかし、このようなハー ドの面における様々な取 り組みだけではなく、皆様方が日々地道にやって

いただいているソフトの部分の活動 というのは、きわめて重要です。そのような点に関して、これか

らまさに南海 トラフ巨大地震の発災が想定されている大変危険なエリアということで、我々も国や県

と連携 しながら、その対応に追われている状況です。今後も地域住民の皆様方の安全安心確保のため、

皆様方 としっか りと連携させていただきたいと考えているところですので、今後共なお一層のご指

導、ご鞭撻を賜 りますよう、心よりお願い申し上げます。

結びにあたりまして、本日の通常総会を契機 といたしまして、会員の皆様方が今後ますますご健勝

にてご活躍されますことと、合わせまして、貴会がますます発展されますことを心からお祈 り申し上

げます。今後共よろしくお願い申し上げます。

(こ こで、沼津市長 頼重様が退席された。)

沼津市社会福祉協議会 常務理事 岩崎 克己 様

(沼津市社会福祉協議会 会長 工藤様からのご祝辞を岩 |1時様が代読された。)

コロナ禍の中で総会の開催が危ぶまれる中、本日、無事に開催されましたこと、心よりお喜び申し

上げます。また、日頃より沼津市社会福祉協議会の様々な活動に対 しまして、大変なご理解 とご協力

をいただいており、誠にありがとうございます。

さて、沼津市災害ボランティアコーデイネーター協会の皆様方には、コーデイネーター養成講座へ

の協力を始めとして、ボランテイア本部設置訓練、ネットワーク化等、様々な場面で積極的に活動い

ただいてお り、心より感謝申し止げます。

昨年度は、コロナ禍の中で様々な制約を受け、思 うような活動ができなかったと思います。思い起

こしてみますと、東日本大震災が発生 して 11年 になりますが、先月、東北での震度 6強の地震が再

び発生し、あらためて、天災はいつ起こるかわからないと実感いたしました。また、沼津市でも昨年

7月 の豪雨で主に原地区方面で大きな被害が発生いたしました。沼津市社協 といたしましては、原地

区センターに、沼津市と連携 し、地域ささえあいセンターを設置し、被災された方の支援 と相談を行

いました。その間、災害ボランテイアやコーデイネーターの皆様方のご協力なくしては復旧は難 しく、

皆様方と共に活動できるということは、とても心強 く、頼もしく感 じているところでもあります。

今後も地震や豪雨災害等の自然災害の発生が予想される中、沼津市社協 といたしましても、体制強

化を図るために、今年度より新たに、災害対策支援委員会を設置することといたしました。また、沼

津市地域福祉活動計画におきまして、災害対策は重要項目と位置付けております。
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平常時から幅広いネットワークや支援体制の構築が重要となってお り、今後共、災害時にあわてる

ことなく対応するために、皆様方とよリー層の連携を密に進めてまいりますので、よろしくお願い申

し上げます。

結びにあた り、貴協会のますますの発展 と皆様方のご健勝、ご活躍を心から祈念申し上げ、お祝い

の言葉とさせていただきます。本日は誠におめでとうございます。

(こ こで、沼津市危機管理監 土屋様、沼津市危機管理課 及川様、沼津市社会福祉協議会 岩崎様

が退席された。)

5.議長・議事録署名人選出 (司会 磯崎)

議長は会則にのっとり、厚見副委員長に、議事録署名人は司会者の指名により田中会長、冨田副会長

にお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。

(「 異議なし」の声多数により、議長 厚見が選出され、登壇 した。)

6.議事 (議長 厚見)

第 1号議案 2021年度 事業報告及び決算報告 (頁 2、 3)

会長 田中より、2021年度の事業報告があった。

特に 7月 7日 ～22日 の地域ささえあいセンターでの活動についての詳細説明があった。プロジェク

ターにて、活動の様子を投影 した。その他、12月 の静岡県内外のボランティアによる救援活動のた

めの図上訓練、1月 のボランティア啓発展が主な活動だったとの説明があった。

会計 杉沢より、2021年度の決算報告があった。

収入 。支出面共、例年と違いがあるが、養成講座が中止になったこと、会員の新規加入がなかったこ

と、訓練等の活動ができなかったということが要因との説明があった。

監査 金子 より、2021年度の会計監査報告があった。

3月 5日 、日中会長、杉沢会計、庄司会計の立会いのもと、各種帳票類が適正・正確 に管理 されてい

ること、報告書 と相違がないことを確認 したとの報告があった。

(質疑はな く、拍手で承認 された。)

第 2号議案 沼津市災害ボランティアコーディネーター協会 新役員(案)(頁 4)

〆
会長 田中より、2022年度の新役員は 2021年度の役員が継続するとの説明があった。

災害対策委員会の尾沢副委員長が体調不良のため辞任 となり、まだ後任が決まっていない、災害対策

委員会メンバーから募る予定 との説明があった。

(異議はなく、拍手で承認された。)

第 3号議案 2022年度 事業計画(案) (頁 5)

会長 田中より、2022年度の事業計画案が説明された。

昨年度の計画の中で、コロナ禍で実施できなかった活動を今年度は実施 したいとの説明があった。

地域ささえあいセンターでできなかったことをできるようにするためにはどうしたらよいかを考え

る場を作 りたい、その他、7月 養成講座、9月 防災訓練、本部運営訓練、図上訓練、フォローアップ

講座、ボランテイア啓発展の活動を行 う計画との説明があった。

(会員渡邊和子より「できることをお願いします」と発言があった。)
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(質疑はな く、拍手で承認 された。)

第 4号議案 2022年度 予算(案)(頁 6)

会長 田中より、2022年度の予算案が説明 された。

養成講座や訓練や研修等の活動が実施 され ること、感染症対策等 も考慮 した上の予算であるとの説

明があった。

(質疑はな く、拍手で承認 された。)

以上、第 1号から第 4号議案、全議案の審議が終了したことをここに申し上げます。ありがとうご

ざいました。

(拍手の中、議長が降壇 した。)

7。 その他

感謝状授与 (会長 田中)

災害ボランテイアコーデイネーター協会入会後 10年の長きにわた り、当協会の活動にご理解、当

協会の発展に多大なるご尽力をいただいた 4人の方々に感謝状を授与いたします。

(本 国出席の 3名 の方には、感謝状を読み上げ直接授与 した。他 1名 の方には郵送する。)

8。 閉会の辞 (副会長 冨田)

以上をもちまして、本 田予定 してお りました総会の議事は全て終了いた しました。お忙 しい中、最

後までご出席いただきまして誠 にあ りが とうございました。今後共、当協会へのご理解、ご支援 を賜

りますよう、よろしくお願いいた します。次回の総会でまたお会いできます ことを切 に願いまして総

会 を閉会 させていただきます。本 日はあ りが とうございました。

以上

以上の議決を明確にするため、議長並びに議事録署名人は、次に署名押印する。

2022年 5月 15日
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